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低
調
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
予

算
執
行
率
が
低
く
な
っ
て
い
た

こ
と
を
反
省
し
、
各
支
部
の
一

層
の
推
進
努
力
の
促
し
が
強
く

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
脊
連

へ
の
依
頼
事
項
で
「
車
椅
子
ツ

イ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

の
普
及
促
進
」
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
依
頼
文
は
仲
根
が
ツ

イ
ン
連
盟
と
協
議
し
作
成
し
た

も
の
で
す
が
、
最
近
の
全
脊
連

の
会
員
減
少
傾
向
の
問
題
か

ら
、
脊
損
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
頸

損
連
絡
会
等
と
の
大
同
団
結
の

呼
び
か
け
の
必
要
性
も
議
論
さ

れ
ま
し
た
。 

今
総
会
の
最
も
大
き
な
協
議

事
項
が
「
公
益
法
人
化
」
で
し

た
。
こ
れ
は
、
昨
年
１
２
月
に

新
し
い
公
益
法
人
制
度
が
は
じ

ま
り
、
全
脊
連
も
２
０
１
３
年

１
１
月
ま
で
に
新
し
い
制
度
に

基
づ
く
公
益
法
人
又
は
一
般
社

支
部
が
発
表
と
な
っ
た
の
で
す

が
、
沖
縄
の
事
例
は
「
個
別
支

援
」
と
し
て
事
例
記
録
シ
ー
ト

に
基
づ
い
て
、
上
里
副
支
部
長

が
発
表
し
ま
し
た
。
予
定
時
間

２
０
分
を
少
し
オ
ー
バ
ー
し
た

の
で
す
が
、
個
別
支
援
事
例

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
他
支
部

発
表
よ
り
は
、
理
解
し
や
す
く

支
援
像
が
見
え
や
す
い
発
表
で

評
価
さ
れ
た
と
感
じ
ま
す
。
し

か
し
、
同
事
業
の
全
国
実
施
が

 
 

 
 

 

会
長 

仲
根
建
作 

去
っ
た
６
月
６
日(

土)

～
８
日

(

月)

に
第
８
回
全
国
総
会
が
大
阪

府
の
「
全
日
空
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー

ホ
テ
ル
国
際
会
議
場
」
で
開
催

さ
れ
、
沖
縄
か
ら
仲
根(

会
長)

、

上
里(

副
会
長)

及
び
サ
ポ
ー
タ
ー

の
宮
良
一
美
さ
ん
の
３
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
影
響
か
ら
一
部
参
加

者
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も
あ
っ
た
よ

う
で
、
少
し
空
席
が
目
立
っ
た

感
が
あ
り
、
運
営
さ
れ
た
大
阪

支
部
の
皆
さ
ん
の
四
苦
八
苦
に

頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。 

日
程
の
な
か
で
、
沖
縄
県
支

部
の
役
割
と
し
て
、
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
モ
デ
ル
事
業
の
事
例
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
沖
縄
含
め

大
阪
支
部
、
千
葉
県
支
部
の
３

第
８
回
全
国
総
会 

 
 

大
阪
大
会
参
加
報
告 
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沖
縄
県
車
椅
子
陸
上
ク
ラ
ブ 

 
 

 
 

 
 

 

「
タ
ー
ト
ル
ズ
」 

沖
縄
県
車
椅
子
陸
上
ク
ラ
ブ

「
タ
ー
ト
ル
ズ
」
は
、
競
技
を

通
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
は

か
り
、
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

の
発
展
を
目
的
に
平
成
元
年
に

設
立
さ
れ
、
現
在
会
員
サ
ポ
ー

タ
ー
含
め
２
５
名
で
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
主
に
県
内
の
大
会

と
し
て
は
、
毎
年
１
２
月
開
催

さ
れ
る
宜
野
湾
車
い
す
マ
ラ
ソ

ン
大
会
や
県
外
は
大
分
国
際
車

い
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
じ
め
、

こ
れ
ま
で
に
全
国
車
椅
子
駅
伝

奥
武
山
球
場
立
替
工
事 

今
後
、
他
の
役
員
が
交
互
に
参

加
し
、
全
国
の
仲
間
た
ち
と
の

交
流
を
通
し
た
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

機
会
に
も
な
る
と
感
じ
ま
し

た
。 

団
法
人
の
い
ず
れ
か
に
移
行
を

選
択
す
る
と
い
う
も
の
で
す

が
、
公
益
法
人
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
各
支
部
の
会
計
と
本
部
会

計
の
連
結
決
算
等
、
支
部
に
も

厳
し
い
機
能
を
求
め
る
内
容
の

よ
う
で
し
た
。
今
大
会
の
協
議

で
は
、
“
公
益
法
人
を
目
指
し

な
が
ら
、
課
題
整
理
、
可
能
性

シ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
の
分
析
を

行
っ
た
う
え
で
、
次
回
ま
た
は

次
々
回
の
総
会
で
議
論
・
決
定

す
る
”
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
寄
付
行
為
の
税
制
優
遇

が
あ
る
が
、
沖
縄
と
し
て
は
連

結
決
算
等
デ
メ
リ
ッ
ト
が
高

く
、
現
時
点
で
は
厳
し
い
条
件

の
よ
う
で
、
沖
脊
連
で
も
協
議

を
重
ね
る
こ
と
と
な
り
そ
う
で

す
。 私

は
１
０
数
年
ぶ
り
の
総
会

参
加
で
、
久
々
の
熱
い
議
論
の

輪
に
入
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

定
さ
れ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が

整
っ
た
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

施
設
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
建

物
に
な
る
こ
と
を
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 

（
報
告
：
上
里
） 

す
い
野
球
場
と
多
目
的
運
動
場

の
設
置
に
向
け
て
、
活
発
な
議

論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

「
那
覇
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
を
基
に
建
設
さ
れ
て

い
る
新
し
い
奥
武
山
球
場
は
、

２
年
後
に
プ
ロ
野
球
読
売
巨
人

軍
が
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
こ
と
も

表
明
し
て
お
り
、
今
後
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
球
場
は
、

大
き
な
注
目
を
集
め
、
多
く
の

人
た
ち
が
利
用
す
る
こ
と
が
想

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
紹
介 

去
る
６
月
１
日(

月)

那
覇
市
古

島
に
あ
る
、
那
覇
市
障
害
者
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
現
在
、
立

替
工
事
中
の(

仮
称)

那
覇
市
営
奥

武
山
野
球
場
と
隣
接
す
る
多
目

的
屋
内
運
動
場
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
状
況
等
の
説
明
会
が
あ
り

ま
し
た
。 

説
明
会
に
は
、
計
画
を
進
め

て
い
る
那
覇
市
の
担
当
部
局
や

設
計
・
施
工
を
執
り
行
っ
て
い

る
現
場
の
方
、
ま
た
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
を
研
究
し
て
い
る
民
間

団
体
や
那
覇
市
に
在
住
の
障
害

者
を
合
わ
せ
て
、
約
３
０
名
の

参
加
者
で
、
市
民
が
利
用
し
や
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広告(エアー沖縄） 

 ソ
ン
競
技
に
対
す
る
関
心
や
意

識
に
変
化
が
み
ら
れ
、
平
成
１

９
年
に
沖
縄
県
身
体
障
害
者
陸

上
競
技
協
会
が
発
足
、
県
内
の

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展

と
拡
大
の
た
め
、
身
障
陸
上
競

技
会
と
連
携
を
図
り
、
特
別
支

援
学
校
等
に
お
い
て
技
術
指
導

を
実
施
す
る
な
ど
、
県
内
の
陸

上
競
技
児
者
の
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。
大
会
以
外
で
の
活
動

と
し
て
は
、
毎
年
１
２
月
に
実

施
さ
れ
る
沖
縄
県
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
主
催
「
障
害
者
週

間
」
に
車
椅
子
陸
上
ク
ラ
ブ

タ
ー
ト
ル
ズ
で
参
加
し
、
競
技

用
レ
ー
サ
ー
で
国
道
を
走
り
な

が
ら
、
障
害
者
へ
の
関
心
と
理

解
を
求
め
る
目
的
で
啓
発
広
報

活
動
に
積
極
的
に
協
力
を
し
て

い
ま
す
。
最
後
に
練
習
日
で
す

が
、
毎
月
第
２
日
曜
日
午
前
１

０
時
か
ら
宜
野
湾
市
営
陸
上
競

大
会
（
京
都
）
に
沖
縄
県
代
表

と
し
て
４
回
出
場
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
個
人
競
技
者
と

し
て
ご
承
知
の
と
お
り
当
ク
ラ

ブ
会
長
は
、
昨
年
２
０
０
８
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
北
京
大
会
に
日

本
代
表
と
し
て
出
場
、
２
０
０

ｍ
・
４
０
０
ｍ
・
８
０
０
ｍ
の

３
種
目
で
入
賞
、
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
で
見
事
２
位
（
日
本
新
記
録

樹
立
）
と
な
る
県
内
初
の
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
、
帰
国
後
マ
ス
コ

ミ
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど

多
く
の
県
民
に
感
動
を
与
え
、

県
知
事
か
ら
県
民
栄
誉
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
現
在
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
や
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
日

本
記
録
保
持
者(T52
ｸ
ﾗ
ｽ)

で
も

あ
り
ま
す
。 

北
京
大
会
後
、
県
内
の
競
技

関
係
者
に
大
き
な
影
響
と
ま
た

こ
れ
か
ら
競
技
に
関
わ
る
児
童

に
励
み
と
な
り
、
車
椅
子
マ
ラ

技
場
（
状
況
に
応
じ
時
間
、
場

所
変
更
あ
り
）
で
実
施
、
ま
た

自
主
練
習
に
つ
い
て
は
各
々
近

隣
の
陸
上
競
技
場
で
行
っ
て
ま

す
。
沖
脊
連
会
員
は
じ
め
関
係

者
の
皆
さ
ん
で
、
車
椅
子
マ
ラ

ソ
ン
に
興
味
の
あ
る
方
ま
た
、

随
時
競
技
協
力
者
も
募
っ
て
い

ま
す
の
で
お
気
軽
に
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。 

会
長
・
上
与
那
原
寛
和 

(

０
９
０)

８
３
５
３
ー
８
８
１
９ 
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毎
月
三
十
日
発
行 

Ｏ
Ｄ
Ａ
通
巻
４
７
０
号 

発
行
人 

沖
縄
県
南
風
原
町
字
神
里
六
三
一 

沖
縄
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会 

編
集
人 

沖
縄
県
那
覇
市
石
嶺
町
四
ー
三
七
三
ー
一
西
棟
２
Ｆ 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
小
規
模
団
体
室
・
し
ゃ
り
ん
編
集
部 

上
里
一
之 

購
読
料
は
会
費
に
含
む 

 

【
頒
価 

二
十
円
】 

広告(ちはる歯科） 

ぜ
ひ
一
度
、
大
切
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

Ｎ
Ｙ
和
琉
「
絆
道
」 

 

那
覇
市
久
米
２-

１
６-

１ 

 

０
９
８-

８
６
３-

５
１
７
７ 

お
す
す
め 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
店
情
報
④ 

☆
沖
脊
連
で
は
事
務
局
に
担
当

者
を
置
き
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
傷
間

も
な
い
方
の
相
談
や
、
生
活
で

困
っ
て
い
る
事
、
市
町
村
な
ど

か
ら
受
け
ら
れ
る
支
援
な
ど
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ご

相
談
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
事

務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。 

「
ご
相
談･

事
務
局
」 

０
９
８-

８
８
６-

４
２
１
１ 

（
火
曜
日
を
除
く
午
後
１
時
～

５
時
３
０
） 

「
事
務
局
担
当
」
牧
志
・
内
間 

新
し
い
何
か
を
期
待
し
て
し
ま

い
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
は
投
稿
者

の
中
学
時
代
か
ら
の
親
友
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
店
を
構
え

る
に
あ
た
り
、
車
い
す
で
も
気

軽
に
食
事
・
デ
ー
ト
が
楽
し
め

る
店
づ
く
り
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
入
口
の
ス
ロ
ー
プ
は
も
ち

ろ
ん
、
ト
イ
レ
の
広
さ
も
当
事

者
の
声
を
反
映
し
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
（
駐
車
場
が

周
辺
の
有
料
を
使
う
し
か
な
い

の

が

ち

ょ
っ

と
不

便
…
）
ま

た
、
陽
気
な
オ
ー
ナ
ー
と
イ
ケ

メ
ン
店
員
は
、
共
に
県
立
芸
大

を
卒
業
し
た
音
楽
の
ホ
ン
モ
ノ

な
の
で
、
夜
の
ひ
と
と
き
に
突

然
三
線
の
音
楽
が
流
れ
、
酒
の

場
を
盛
り
上
げ
る
楽
し
い
歌
と

カ
チ
ャ
ー
シ
ー
の
音
楽
タ
イ
ム

が
始
っ
た
り
し
ま
す
。
料
理
の

味
も
値
段
も
納
得
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
居
酒
屋
『
絆
道
』
。

国
道
５
８
号
線
久

茂
地
交
差
点
の
喧

騒
か
ら
一
歩
足
を

踏
み
入
れ
た
閑
静

な
細
道
に
た
た
ず

む
『
Ｎ

Ｙ

和

琉 

絆
道
（
き
ず
な
み

ち
）
』
那
覇
商
業
高
校
か
ら
日

本
青
年
会
館
へ
と
続
く
何
の
変

哲
も
な
い
通
り
に
優
し
く
光
る

『
絆
道
』
の
看
板
。
そ
の
看
板

の
下
か
ら
延
び
る
短
い
ス
ロ
ー

プ
を
上
り
、
木
の
ぬ
く
も
り
が

暖
か
い
ド
ア
を
開
け
て
み
る

と
、
そ
こ
に
は
明
る
い
店
内
を

ひ
き
た
て
る
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

×

和×

琉
球
」
の
雰
囲
気
漂
う

内
装
が
。
一
瞬
に
し
て
心
に
明

か
り
が
灯
り
ま
す
。
セ
ン
ス
よ

く
並
べ
ら
れ
た
写
真
の
数
々
に

ＮＹ和琉きずなみち 

絆道 


